
 

この資料は、平成 30 年 12 月に中央教育審議会が文部科学省からの諮問「人

口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策」を受け、人口減少

社会教育の在り方を答申した資料です。 

 

答申では、社会教育は現代における個人の成長と地域社会の発展に重要な意

義と役割があると位置づけ、自己実現や成長などの「人づくり」、地域住民同士

が学習を通じて住民同士の絆の強化する「つながりづくり」、住民が地域の課題

解決に積極的に取り組む「地域づくり」の 3 つを基盤が重要であるとしていま

す。 

人口減少を取り巻く現代社会において、社会教育施設への住民ニーズにも変

化が訪れ、教育課題や行政課題について学習機会を提供するとともに、多様な主

体が地域課題に向けた活動の場である「地域づくり」の拠点となることも答申で

求められています。 

この答申から、中央教育審議会も「地域づくり」の重要性を認識し、社会教育

の１つであることを明確にしています。西予市では、「地域づくり」を更に推進

することが、個人の成長と地域社会の発展に繋がると考え、地域づくり活動セン

ター化を目指すことしております。 

社会教育法の制限を受けず、より自由度の高い住民自治の拠点施設へ移行す

ることが地域と行政の「協働のまちづくり」、そして地域が主体性をもった「住

民自治」を実現するためには有効な手段であると考えます。 

 

 

 

 

 

【中央教育審議会とは】 

文部科学省に置かれている審議会。文部科学大臣の諮問に応じて、教育の振興及

び生涯学習の推進を中核とした豊かな人間性を備えた創造的な人材の育成に関

する重要事項、スポーツの振興に関する重要事項を調査審議し、文部科学大臣に

意見を述べること。 
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